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ひたちなか商工会議所と
健康経営に関する合意書を締結！
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特定非営利活動法人みしまびと  理事長  山本　希（やまもと  のぞみ）さん

ひたちなか商工会議所と健康経営に関する合意書を締結！

M‒ステ  消費税軽減税率への早急な対応が必要です

通行量調査 / 空き店舗対策事業補助金制度のご案内

フードカルチャー・ルネサンス株式会社 /Iwase-coffee

建設業中堅技術者キャリアアップのための助成金活用セミナー/

中国西安・重慶で伊豆地域の魅力を発信！/

三島市への要望 /『鋼鮫』に三島ブランド認定証‼

女性部視察研修を実施 /経営戦略セミナー開催しました！ /

青年部『山中城跡公園活用法の勉強会』開催！ /平成３５年度関東ブロック大会

新入会員紹介 /第６２回優良従業員表彰式を開催！

「売り場からの逆算で商品を三つに分けて考えてみる」

健康コラム/「第 13回静岡県東部テクノフォーラム in 沼津高専」/

ビジネスチャンスに繋がる企業データベース取引応縁ネット

会員さんから会員さんをご紹介いただき
皆さんに魅力をお伝えします。

～地域と人を“つなぐ”活動を進めていきます～

〒 411-0853 三島市大社町 18-52
TEL ：090-7680-2099　FAX：055-975-0377
URL：http://mishimabito.com/
E-mail：mishimabito@gmail.com

　特定非営利活動法人みしまびとは、「地域の未来をつくる人
をつくる」ということを掲げ活動をしています。現在は、三
島市中央町にある旧中央幼稚園リノベーション事業の真っ只
中。「みしま未来研究所」（2019 年１月完成予定）という地域
の活動拠点をつくっています。
　はじまりは、2014 年にスタートした映画事業でした。「市
民総参画型映画制作事業」として少数精鋭のプロスタッフと
タッグを組み、脚本づくりから関わって映画「惑う After the 
Rain」は完成しました。三島の文化・歴史を見つめ、大切な
ものや伝えたいことを発掘し語り合うという制作プロセスは、
参加する多様な人たちの交流を促進し、ここから新たな可能
性が広がることを実感したそうです。
　映画の完成後、この経験から得た学びやつながりを生かし
新しい価値を生み出すことが、映画づくりの先にある “ みし
まびと ” の責任であると考えているそうで、“ 地域の未来を担
うトップランナーの育成 ” と、“ より多くの人が地域との接点
を持つことによる地域の底上げ ” を目指した「みしま未来研
究所」をつくっています。
　ここには地域の人たちが集える飲食店やコワーキングス
ペース、起業家を育てる高校生の部室などを設ける予定。こ
のあと 12 月には地域の人たちとともにペンキ塗りや家具の

組み立てなどをする DIY イベントを開催するそうで、映画づ
くりと同様に制作過程から多くの人が関わり、地域に開けた
場所にしていきたいと準備を進めています。

 （文：経営支援課  市川　顕）

みしま未来研究所起工式風景

特定非営利活動法人みしまびと
理事長　山本　希（やまもと  のぞみ）さん
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ひたちなか商工会議所と健康経営に関する合意書を締結！
　正副会頭、常議員、各部会委員会の部会長等からなる２３名の訪問団が、１０月１１日（木）に茨城県ひたちなか商工会議所を訪問し、当所とひたちなか商工会議所が平成２４
年１２月２４日に締結した友好提携に関する協定書に基づき、会員事業所の健康経営普及促進に向け、健康経営連携に関する合意書を締結しました。
　今回の特集では、合意内容並びに当所が取り組む健康経営に関する支援事業、各種施策等についてご紹介致します。

商工会議所間では全国初！

「健康経営に関する合意書」

ひたちなか商工会議所の鈴木会頭（左）と稲田会頭

１．

２．

３．

４．

５．

６．

１．

２．
３．

４．

５．

６．

両商工会議所は、会員事業の健康経営への取組みを促進す
るため、相互に連携協力する。
両商工会議所会員事業所の健康保持・増進における取組を
支援し、発展に努める。

両商工会議所会員事業所の「健康経営優良法人認定制度」
及び「健康づくり推進事業所」認定に向けた支援を行う。

両商工会議所は、会員事業所へ健康経営に関する必要な情
報提供を行う。

各種事業成果を交換し健康増進普及拡大に努め、優良会員
事業所に対する表彰等を実施し、健康経営推進に努める。

その他、健康経営推進に向けた事業を共同で実施する。

事業内容
手軽に始められるスマートフォンのアプリを使用した測歩選手権を開催。１歩を 60㎝とし
距離に換算、各商工会議所を出発点として東京駅を目指し、進捗状況をＨＰで発表します。
ゴールとなる東京駅に全ての事業所が到着したことを記念し３月に表彰式を開催します。
実施期間：２０１８年 11月 5日～２０１９年 2月 28日
参加企業（各企業５名の計 50名が参加）
三島商工会議所：①三島信用金庫　②東静運送㈱　③石渡食品㈲　④三丸機械工業㈱　⑤三島商工会議所
ひたちなか商工会議所：①㈱サザコーヒー　②コロナ電気㈱　
　　　　　　　　　　　③㈱茨城ポートオーソリティ　④㈱サロン・ド・アート　⑤磯﨑自動車工業㈱
表　彰
両商工会議所で最初に東京駅に到着した事業所２社を優勝者とすると共に２月末までに最も歩数の多い参加者
２名を「ウォーキング（王者）」として表彰します。副賞として、お互いの特産品や健康増進グッズを贈り、健
闘を称えます。
効果検証
筑波大学久野教授の発表した１歩＝ 0.061 円の医療費抑制額を引用し医療費の低減効果を検証します。
今後の展開
参加者の生活習慣病健診の健診データの改善を検証するため健診結果を時系列で追い検証します。（目標）
※次年度は、参加対象を会員事業所に拡大し、踏破距離を延ばす等の改善を加えながら開催します！

ウォーキング（王者）！ウォーキングスマホアプリスマホアプリスマホアプリスマホアプリスマホアプリ

× ＝

～三島・ひたちなか商工会議所健康経営連携事業～

三島・ひたちなか商工会議所の会員事業所による測歩競争「ウォーキング （王者〈キング〉） 選手権」の開催

（ひたちなか）

（三島）

東京
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ひたちなか商工会議所と健康経営に関する合意書を締結！
　正副会頭、常議員、各部会委員会の部会長等からなる２３名の訪問団が、１０月１１日（木）に茨城県ひたちなか商工会議所を訪問し、当所とひたちなか商工会議所が平成２４
年１２月２４日に締結した友好提携に関する協定書に基づき、会員事業所の健康経営普及促進に向け、健康経営連携に関する合意書を締結しました。
　今回の特集では、合意内容並びに当所が取り組む健康経営に関する支援事業、各種施策等についてご紹介致します。

商工会議所間では全国初！

　従業員の健康診断結果や健康習慣アンケートにより現状分析を行い、その結果に
基づき保健師が改善プログラムを提案します。タイムリーなアドバイスに加え参
加者の自発的な生活・運動習慣の改善を踏まえ 2～3ヶ月後には改善結果を検証し
フィードバックします。本年度は、①バリュー・トーカイ㈱ ②イースタンフーズ㈱
③㈱三島中央自動車学校が参加しています。

　経済産業省が平成 28年度に特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度とし
て創設。健康経営に取組む優良な法人を「見える化」することで、従業員や求職者、関係企業や金融機関等から社
会的な評価を受けることが出来ます。
経済産業省HP：http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/kenko_keiei.html
・2018 年度認定法人数
　大規模法人部門：539 社
　中小規模法人部門：775 社
・2019 年度中小規模法人部門申請受付中！
　募集締切：平成 30年 11月 30日（金）まで

　従業員の健康増進を重視し、健康管理を経営課題のとして捉え、その実践を積極的に図ることで従業員の健康の
維持・増進と事業所の生産性向上を目指す経営手法です。
“ 健康経営のメリット ”
☆生産性の向上（欠勤率の低下、社内コミュニケーション向上、業務効率向上、モチベーション向上）
☆負担軽減（休職・欠員による事務手続きの軽減、長期的には健康保険料負担の抑制）
☆イメージアップ（企業ブランド価値の向上、対外的イメージの向上、リクルート効果による人材確保）
☆リスクマネージメント（機会損失の回避、事故や不祥事の予防）
　（「健康経営」は特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。）

　三島商工会議所では、三島市やアクサ生命保険㈱三島営業所等と連携し、会員事業所の皆様の健康経営を推進し
ています。健康経営優良法人認定やふじのくに健康づくり推進事業所を目指される事業所の方で疑問に思うこと、
不明な点があればお気軽にご相談下さい。三島商工会議所は貴社の健康経営を応援します！（文：総務課　金井雅彦）

　静岡県の健康寿命の更なる延伸を目指し、個人の健康づくりや事業所の健康経営の取組を後押しするため、企業
や事業所が、従業員の健康管理や維持・増進のための具体的な取組目標を宣言し、その取組を県が支援する制度です。
継続年数に応じて 4段階の認定証を交付します。

三島市の保健師派遣事業とは？

◎国の取組み

健康経営とは？

◎静岡県の取組み

◎三島市の取組み

バリュー・トーカイ㈱様での保健師によるアドバイス

健康経営優良法人認定制度とは？

ふじのくに健康づくり推進事業所宣言とは？
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経  営  支  援



7

P07まちづくりC15Y45// 白
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ま ち づ く り

市内中心市街地への出店者を応援
～三島市空き店舗対策事業補助金を活用しませんか～

今年は前年超え！80％以上の地点で
前年を上回り二輪車は2倍に！

今年度この補助金を活用しオープンした
「えほんやさん」（中央町）

【補助金概要】
①大通り・芝町通り・一番町駅前通りに出店の方
　補助金額 ２００万円以内（家賃上限１００万円以内と改修費上限１５０万円以内）
②三島市で指定した「その他地区」に出店の方
　補助金額 １００万円以内（家賃と改修費合わせて１００万円以内）
※補助対象店舗は上記通りに面し、かつ商店会が存在する１階店舗。また、原則３ヶ
　月以上空き店舗となっていること。
※上記以外にも条件がございますので詳細は当所までお問い合わせください。

（文：まちづくり課　塩谷洋司）

　三島市と当所では中心市街地の空き店舗を解消し商店街の活性化を図るため、新規出店者を応援しています。
三島市では空き店舗対策事業補助金として以下の通り補助金を創設しており、当所ではこの補助金を有効活用し、事業継
続が図れるよう経営計画等の策定支援をしています。
　新規出店をお考えの方はまずは当所までご連絡ください。

　三島商工会議所と三島商店街連盟では、10月12日（金）
と14日（日）の２日間、13商店会 25地点で通行量調査を
実施しました。

　今年度は前年度に比べ好天に恵まれ、各地点で増加傾向
が見られました。前年度落ち込んだ通行量も回復し一昨年と
比較しても微増しております。特に、平日の大社前では通行
量の増加が続いており、三嶋大社の参拝客数増加が寄与し
ています。（図１）また、今年度の傾向としては本町でも通行
量が増加し、参拝客が本町へも波及していると思われます。

　一方、四輪は調査を始めて最少の通行量となりました。伊
豆縦貫道の利用や休日は郊外へ出かける人が多くなった結果
であると思われます。
　今回の通行量調査の結果をふまえ、今後も賑わい創出でき
る方法を検討していきたいです。（文：まちづくり課  丸山祐季）

～通行量調査の概要～
【調査日時】10月12日（金）14日（日）
　　　　　　両日共に8時～20 時（12時間）
【調査地点】市内商店街：25カ所
【調査対象】歩行者・二輪車・四輪車
【気象状況】12日（金）：曇り/14日（日）：雨のち曇り
　※参考【前回調査】
　　平成 29年10月13日（金・雨）/15日（日・雨）

平成 30年度
商店街通行量調査

H29.10.13（金） H30.10.12（金） 前年比較
歩行者 28,885 36,159 7,274
二輪車 5,734 12,176 6,442
四輪車 87,008 71,585 ‒15,423

H29.10.15（日） H30.10.14（日） 前年比較
歩行者 23,561 33,196 9,635
二輪車 2,919 9,783 6,864
四輪車 73,255 70,619 ‒2,636

大社前商店会（平日） H28

歩行者 二輪車
杉浦陶器店前 水口商店前

四輪車

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

H29 H30

歩行者 二輪車 四輪車

（図 1）
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七十二の季節を彩る定期便

個性に満ち溢れる南瓜たち

『“種から口に入るまで ”をもっと身近に。毎日の食卓を楽しく豊かに。』

〒411-0041  
三島市佐野見晴台1丁目1番地1の1

055-989-5278
055-989-5287

T E L：
FA X：

フードカルチャー・ルネサンスの皆さま

フードカルチャー・ルネサンス株式会社
ブルーベリー
三島店

三島沢地工業団地

三島カントリー
クラブ

フードカルチャー・
ルネサンス株式会社

末
広
山
公
園

＊ gawa Mishima
　三島市北田町 1-13
＊ dilettante cafe
　三島市緑町 1-1
＊ VITIS vineria
　三島市本町 6-18　
　などでお楽しみ頂けます！
　ぜひ足を運んでみて下さい。

フードカルチャー・ルネサンス
の野菜は

ひとことに大根といっても味わい色々

　「モノではなくコトを売っています。」年間３００品種を超える固定種・在来種
の野菜を化学肥料や農薬を一切使わず育て、“ 七十二の季節を彩る定期便 ” とし
て直販するフードカルチャー・ルネサンス（株）代表取締役の鈴木 達也 氏は、取
材時、一番伝えたいこととして話をしてくれました。コトとは「季節の移ろいや
恵みの豊かさを感じていただく」ことです。
　昨今、私達は食べたい物は季節を問わず、いつでもどこでも当たり前のように
便利で簡単に手に入れることができます。しかしながら野菜が収穫されてから私
達の口に入るまでの距離は産業構造上、決して近いものでなく、いつしか食の生
産現場は縁遠くなり、皮肉にも私達の季節感や食の本質的価値を見抜く力、選食
力は失われつつあるのが実態です。
　鈴木氏が初めて農業に触れたのは家庭菜園だったそうです。「初めて自分で種
から育てた野菜を口に入れた時の、生活が豊かになる感覚は今でも忘れられな
い。」と語ります。そして「常々畑に身をおいていると、もとより日本に存在し
先人達が生活とともに寄り添ってきた “ 二十四節気七十二候 ” という “ ５日毎に
細やかに移ろう季節感 ” がとてもしっくりきて、その季節ごとの恵みの豊かさを
感じずにはいられない。」といいます。
　そんな生活が豊かになる感覚を、土にふれる機会や定期便などの様々な農や食
のサービスを通じて味わって欲しい。「季節を感じたい、自然に触れたい」とい
う方には、時には畑で一緒に収穫して、本物の旬の味覚を抜群の鮮度で味わって
頂きたい。その思いは北は山形、南は沖縄まで、三島から静岡県内や東京などを
始めとする全国のレストランや料亭、旅館、ホテル、そして個人の方々にまで届
いています。“ 季節の恵みの豊かさ ” を毎日の食卓に…皆さまも一度試してみて
はいかがでしょうか？　　　　　　　　　　　   （文：まちづくり課　片山富美子）

Facebook：https://www.facebook.com/FoodCulture.R/
E-mail：csc@fc-renaissance.co.jp（カスタマーサポート受付）
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オーナーの岩瀬さん

一番人気のクロックムッシュ

チョコレートタルトオシャレなカフェです！

見た目のインパクト抜群！インスタ映えも！三嶋大社の森が美しい店内

Iwase-coffee

大社の杜
みしま

三菱UFJ
銀行

三
嶋
大
社

三島中央町局
〒

Iwase-coffee
〒411-0035  三島市大宮町 1丁目 11-1 ２F

055-939- 7311
9：00 ～20：00（L.O.19：00）
木曜日

T  E  L：
営業時間：
定 休 日：

カフェテリア

可愛い雑貨も販売しています

　三嶋大社のすぐそばにある Iwase-coffee さんは、２０１７年にオープンした
ばかりのカフェです。店内は、大きな窓から陽が差し込み、とても明るく落ち着
いた雰囲気でコーヒーを楽しむことができます。
　オーナーの岩瀬さんは、「バリスタになりたい！」という夢を持ちながら、様々
な飲食店で経験を積み、多くの方々との繋がりやご縁があって現在のカフェを
オープンしました。
　オープン当初から人気のチョコレートタルトは、お店オリジナルの２種類のブ
レンドコーヒー（soft と hard）とは相性抜群のデザートです。また、食パンに
ホワイトソースとハム、チーズをあわせて焼いた「クロックムッシュ」はお店で
一番人気のフードメニューとなっています。　
　来店されるお客様の８割が女性で、バリスタの資格を持っている岩瀬さんが描
くカフェアートは、とても可愛らしく女性に人気です。
　席からの眺めがよく、窓から見える緑に癒されながらご友人や家族との時間を
過ごしてみてはいかがでしょうか。                            （文：経営支援課  勝又千理）
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平成３１年度予算　三島市への要望
～竹を有効活用した川床の設置等５項目～

伊豆地域観光プロモーション事業
中国西安・重慶で伊豆地域の魅力を発信！

『鋼鮫』に三島ブランド認定証‼ 

要望内容を説明する稲田会頭、杉﨑会長、坪内専務

　当所建設業部会では１０月１０日（水）に建設業中堅技術者
キャリアアップのための助成金活用セミナーを開催しました。
　現在、建設業界では他の業種と同様『人手不足』が深刻
であるという調査結果が出ています。また、新入社員を迎
えても自社で一人前の技術者に育てあげるには経費と労力
がかかり事業所には大きな負担となっています。
　今回のセミナーでは、富士教育訓練センターの菅井専務
理事・加賀美部長を講師に迎え、富士教育訓練センターの
施設の概要や研修コースに対する助成金の内容・申請方法
のポイントについてなど、今後の将来を担う技術者・技能
者の人材育成とキャリア形成に有効なお話を聞くことができ
ました。                                 （文：経営支援課  池谷太郎）

富士教育訓練センター 加賀美部長より説明 西安市旅遊発展委員会で観光プロモーション

認定証交付式での山本社長と正副会頭、専務

助成金を活用して将来を担う技術者・技能者の育成を！
『建設業中堅技術者キャリアアップのための

助成金活用セミナー』

　１０月１６日（火）、稲田会頭、杉﨑青年部会長、坪内専
務理事が三島市を訪問し、平成３１年度の三島市との連携
事業として竹を有効活用した川床の設置や電子決済の導入
支援等新規５事業を豊岡市長に要望しました。
　要望事項は、①放置竹林の竹の有効活用による新たな機
会の創出（桜川に竹を有効活用した川床を設置しオープン
カフェやレストランの運営の可能性を検討）②消費者及び観
光客（国内外）のキャッシュレス化に伴う電子決済の導入支
援（クレジット、電子マネー、ＱＲコード）③新たな資金調
達としてのクラウドファンディングの推進④地域の魅力の提
案・発信を含めた三島市への移住定住の推進（３０歳の大
同窓会の開催）⑤青年部全国大会ぬまづ大会　三島YEG
分科会事業　の５項目。             （文：事務局長  小川雄司）

　富士山静岡空港の利用促進及び伊豆地域の観光プロ
モーション事業として、三島・沼津の商工会議所、観光産
業事業者ら計１２名が、１０月２２日（月） から２６日（金） に
かけて中国西安市、重慶市を訪問し中国人観光客の誘客
を行いました。
　一行は両市の旅遊発展委員会や旅行会社を訪問し、送
客の依頼と共に重慶市と富士山静岡空港の直行便の開設要
望、富士山や伊豆の魅力をPRし、インバウンドの促進を
図りました。
　１１月下旬には西安市の旅行会社を伊豆地域に招聘しファ
ムトリップツアーを開催します。（文：まちづくり課  石渡智英）

　第１１回三島ブランド審査会
において、新たに山本食品㈱
の本わさび専用おろし板『鋼
鮫（はがねざめ）』が認定され、
１０月１８日開催の常議員会に
おいて、認定証交付式が行わ
れ、稲田会頭より山本社長に
認定証が渡されました。
　これで三島ブランド認定は、５３品目になりました。

（文：まちづくりアドバイザー  田代　稔）

認定品『鋼鮫』
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問合せ：三島商工会議所 TEL055-975-4441

　女性部では、１０月１０日（水）に視察研修を開催し、会員
２３名が参加しました。
　今年度は、２０２０年に開催される東京オリンピックにて、
自転車競技の開催地として決定しているベロドロームの視
察を中心にかんなみ仏の里美術館、月光天文台など地元の
観光名所を見学しました。
　ベロドロームでは東京オリンピック・パラリンピック競技
大会担当の佐藤競技振興部長より、ベロドロームの成り立
ちやオリンピックが決まってからこれまでの苦労話を伺うこ
とができ、更にインフィールド内の多目的フロアやドーピン
グ検査場など、普段選手以外立ち入ることの出来ない場も
ご案内いただきました。
　今回の視察を通してオリンピックの開催に向けて、地元を
盛り上げていけるような活動をしたいと改めて感じた一日と
なりました。                           （文：経営支援課  池谷太郎）

　10 月22 日、当所商業部会主催「新規出店ベーグル&
ベーグルの経営戦略セミナー」を開催しました。
　BAGEL&BAGEL CITY の運営会社である、株式会社
アルテゴの取締役社長　川上 統一 氏、開発事業部副部
長　河野裕之氏が講師を務め25名が受講しました。 
　セミナーでは、出店にあたり独自で調査研究された三
島の商圏や多種多様な業種で活躍されている川上氏の経
営理念について、大変貴重なお話がありました。
　また、川上氏のアイスブレイククイズもあり雰囲気の
良い、大変満足度の高いセミナーとなりました。

（文：まちづくり課　片山富美子）

　去る１０月３０日（火）に「平成３５年度関東ブロック大会
への立候補に向けた勉強会」を開催しました！平成28 年度
に関東ブロック大会を開催した藤枝ＹＥＧより渡部平成28
年度関ブロ長をはじめ、４名のパネリストをお招きし、お話し
を伺いました。
　当時、どういった思いで開催を決意したのか、そして開催
した事によりどの様な効果を得る事ができたのか、杉澤副会
長のコーディネートのもと、有意義な時間を過ごす事ができ
ました。
　三島ＹＥＧ斉藤監事の謝辞にあった通り、「人と人との繋が
り」＋「メンバーが楽しむ」＝「縁ＪＯＹ」だった大会であった
事を改めて知る事ができました。この地域への思いが加速す
る瞬間を共有する事ができました！

（文：経営支援課  大嶋孝博）

　10 月 23日（火）に歴史先駆委員会主催による「山中城
跡公園活用法の勉強会」を開催しました。今回の勉強会
は、２月に開催を予定している山中城を活用したイベン
トを前に、青年部メンバーが山中城に関する理解を深め
るために企画しました。
　当日は三島市教育委員会郷土文化財室の職員の方を講
師に招き、『小田原北条攻めの激戦地となった山中城』と
いうテーマでご講演頂き、改めて山中城の成り立ちなど
を勉強しました。
　その後、①あなたが思う現状の山中城、②あなたが思
う未来の山中城、③現状から未来の山中城を創る為にと
いう３つのテーマに対しブレインストーミングを行い、
短時間ではありましたが、斬新でユーモア溢れる意見も
たくさん出て、今後の事業に夢が膨らむ大変有意義な勉
強会となりました。              （文：経営支援課  池谷太郎）

ブレインストーミングの様子 参加者全員で真剣に聞き入りました。三島市郷土文化財室による講義 趣旨説明する古屋筆頭副会長

月光天文台にてベドロドームにて集合写真
川上氏の話を熱心に聞く受講者

女性部視察研修を実施
東京オリンピック自転車競技会場の

ベロドロームなどを見学

三島のビジネスはここに注目‼ 
経営戦略セミナー開催しました！

関東ブロック大会について
深く知る事ができました！

『山中城跡公園活用法の勉強会』開催！
～2月開催予定の山中城イベントを
より良いイベントにするために～
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新たに会員になられた皆さんをご紹介します。

第６２回優良従業員表彰式を開催！

お知り合いで未加入の事業所がございましたら是非ご紹介ください。

ご入会
ありがとうございます

事 業 所 名 代表者名 事業所所在地 業　種　名
（株）リンク 河本　福江 三島市北田町 医薬品・化粧品小売業
メロンランド養蜂園 片岡　秀俊 駿東郡長泉町下土狩 各種食料品小売業
Doll House 中西亜希子 三島市広小路町 婦人服小売業

事 業 所 名 代表者名 事業所所在地 業　種　名
（同）Rainbow  DooR 後藤　理玖 駿東郡清水町伏見 一般飲食店

●商業部会 ●飲食・旅館業部会（順不同、敬称略） （順不同、敬称略）

（順不同、敬称略）

（順不同、敬称略）

事 業 所 名 代表者名 事業所所在地 業　種　名
（株）フローライト 竹内　勇太 三島市加屋町 設備工事業
ルームデザイン ハセガワ 長谷川高志 三島市青木 建築リフォーム工事業
（株）日鐡電気 日鐡　直人 三島市加茂川町 電気工事業

事 業 所 名 代表者名 事業所所在地 業　種　名
（株）エイチ・アイ・エス　サントムーン柿田川営業所 奥田　　洋 駿東郡清水町伏見 旅行業
（株）A．Q．M．Company 矢崎　　実 三島市松本 自動車整備業
（株）ＮＥＸＵＳ 齋藤　悦生 三島市南田町 労働者派遣業
（有）コムネット 山下　久吉 田方郡函南町平井 スポーツ・健康教授業 
カーリーコア（同）マカナネイル 荻野　　昇 田方郡函南町間宮 美容業

●建設業部会

●運輸通信・サービス業部会

１１月６日（火）優良従業員表彰式を開催し、豊岡武士三島市長はじめご来賓とともに受賞者皆様のお祝いをいたしました。

[１]日本商工会議所会頭表彰
        １６事業所２７名
 （事業所名50音順・敬称略）
○株式会社アイティエス
　山下　直樹
○伊豆箱根鉄道株式会社
　鈴木　和弘　室伏　利之
○株式会社伊豆フェルメンテ
　垣本　　智
○遠藤工業株式会社
　渡辺　信義
○株式会社協和ブレード製作所
　渡邉　陽子
○株式会社三光ダイカスト工業所
　遠藤　晴仁　柳田　和美　秋山　松夫
○静岡コンサルタント株式会社
　新村　正己
○第一段ボール株式会社
　大川　由美　
○株式会社ダイナナ
　鈴木　秀樹　野木　康宏
○株式会社東平商会
　稲葉　　信
○ニューデルタ工業株式会社
　菊地　玉基　土屋　清俊
○野口アルミ箔加工紙株式会社
　青嶋　浩之
○株式会社ひしや三島プラザホテル
　勝呂　桂子
○株式会社平井眞美館三島営業所
　髙橋　優子
○三島信用金庫
　山本　初男　吉村　政治郎
　山本　豊彦　中村　　博　杉原　令明

　鈴木　　誠　戸澤　和巳
○山本建設株式会社
　井上　千万人

[２]三島商工会議所会頭表彰
       ２２事業所７８名
○株式会社アイティエス
　西島　太一郎　後藤　卓洋
　日吉　常仁　徳田　孝次
○石渡食品有限会社
　児山　保昭　脇坂　和代
　飯田　ふじ子　渡辺　良男
○株式会社伊豆フェルメンテ
　浦野　正人
○遠藤工業株式会社
　鎌野　佑亮　ドンムン　カンポーン
　田中　章彦　杉本　　仁　菊地　輝洋
　カランダワラ　スニル　杉浦　幸弘
　鈴木　圭三　八巻　　正
　八重﨑　洋子　芹沢　佑介
○株式会社協和ブレード製作所
　落合　久美子　佐々木　優子
○静岡コンサルタント株式会社
　勝又　順也　三浦　美沙子
○第一段ボール株式会社
　西原　永佳
○株式会社ダイナナ
　飯塚　雅貴　品竹　大輔
　平野　知代　上高原　浩仁
○株式会社東平商会
　山田　　亨　笠原　里志
○東レフィルム加工株式会社三島工場
　木下　一也　仲野　明徳
　中野　　成　西島　　進

祝宴の様子表彰状を受け取る受賞者稲田会頭挨拶

○ニューデルタ工業株式会社
　鈴木　紀也　渡辺　広幸
　米山　和宏　奥津　由香
○野口アルミ箔加工紙株式会社
　野村　尊正　小野　守仁　金刺　操枝
　　川　めぐみ　加藤　健輔
○株式会社万城食品
　石原　　真　海野　百合子
　清田　和子　山崎　結香　井川　和美
○株式会社ひしや三島プラザホテル
　杉戸　伸嘉　後藤　栄美子
　安井　侯江　人見　由美子
　青木　玉貢　鈴木　　香
○株式会社富士サービス
　井上　弘美　細野　正昭　金井　直樹
　名倉　好彦　渡邉　秋良
○株式会社マルサン
　山中　正人　落合　泰信
○丸善工業株式会社
　坂本　孝弘　夜久　　純
　長谷川　豊　鈴木　隆文
○三島殖産株式会社
　　田　沙綾香　石塚　新吾
　水落　清美　渡邉　なつみ
　鈴木　由美
○株式会社三島新聞堂
　黒栁　知美　成田　千鶴　石和　秀樹
○株式会社三島中央自動車学校
　五十嵐　美砂
○山本建設株式会社
　朝香　太郎
○株式会社ユニオン・マエダ
　森　　清美　今井　真紀
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★店の隣の駐車場をご利用ください★

ト レンド 通 信

新成人となられた方
　　　贈り物をと考えている方
　一生の記念となる〝実印〟〝銀行印〟は
　　　　いかがでしょうか
門出を祝っての御奉仕品を多数取り揃えて
お待ち致しております。

12月15日から1月31日まで御来店の節は
この冊子をお持ちください。

「売り場からの逆算で商品を三つに分けて考えてみる」

◇渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
  日経ＢＰ総研マーケティング戦略研究所上席研究員。
１９８６年、筑波大学大学院理工学修士課程修了。同
年、日本経済新聞社入社。日経パソコン、日経ビジネス、
日経トレンディなどＩＴ分野、経営分野、コンシューマ分
野の専門誌編集部を経て現職。全国各地の商工会議所
などで地域振興や特産品開発のための講演・コンサル
を実施。消費者起点のものづくりをテーマに地域発の
ヒット商品育成を支援している。

　お店を展開している方やバイヤーとお話していると、
お店にとって売りたい商品、売れる商品にはいくつかの
役割があることに気付きます。いろいろな地域で新商品
づくりに関わらせていただく中で、ここを思い違いした
まま相談されることが多くあります。

　お店に置かれている商品は大きく三つに分かれます。
１番目は売れ筋商品で、お店が利益をきちんと取れるも
の。２番目は売れ筋商品ほどには動かないけれど、その
お店を構成するには欠かせない商品。３番目は必ずしも
必要ないかもしれないが、その商品があることによって
新しい売り方が提案できたり、お店に個性や付加価値を
加えられたりするものです。

　例えばお肉屋さんで考えると、（１）は牛肉、豚肉、鶏
肉で、なんといってもこれがお肉屋さんの主力商品です。
（２）はハムやひき肉、餃子の皮などが相当するでしょう。
（３）は、熟成肉やジビエ、産地にこだわったブランド牛
やブランド鶏などです。

　定番商品の（１）はそのお店の基本的な実力を左右する
商品なので、商品をつくって提供する側としても、お店
がきちんと利益になるような価格設定と、日常的に売れ
ていくことを前提とした生産量やデリバリー（物流）を考
えなければなりません。（２）や（３）は、定番商品に比べ
て販売量が少なく、買われる目的も明確になるので、商
品企画の特徴付けがきちんとできているなら価格設定の
自由度は広がるでしょう。特徴あるものなら、やや高く
ても売れる可能性があります。逆に、それほど日常的に
売れるものではないので、消費期限を長くしてお店の在
庫ロスを軽減するような商品特性を持たせなければなり
ません。商品企画をするときに（２）を狙うなら定番商品
にはない用途の広がりや面白さが求められますし、（３）
には消費者に日常にはない満足感や高揚感をもたらすよ
うな商品であることが求められます。ターゲットとする
消費者の居住エリアや生活スタイルにもよりますが、高
額な商品でも売れる可能性があります。

　このように、お店にとっての役割の違いによって、商
品に求められる特徴が変わってきますから、商品づくり
を考えていく上で、自分が手掛けているものが、売りた
い先の店舗でどのようなポジションを占める商品か自覚
することはとても重要です。

　商品のパッケージデザインにおいても、この三つは明
確に違うコンセプトでつくられるべきです。（１）の日常
的にどんどん売れていく商品なら、包装やパッケージは
簡素でそれほどお金をかけず、伝えるメッセージもシン
プルで基本的なことが伝わればよいでしょう。（２）につ
いては用途の広がりを感じさせる楽しさ・面白さが必要
ですし、消費者が新しい用途がイメージできるようにあ
る程度の情報量が必要です。（３）については、非日常の
「ハレ」の喜びや満足が感じられるようなパッケージが必
要で、情報に関してもその商品が持つ特別なストーリー
をしっかり伝えていくべきでしょう。

日経ＢＰ総研マーケティング戦略研究所　上席研究員
渡辺　和博
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第13回
静岡県東部テクノフォーラム

in沼津高専
と　 き
と こ ろ

対　 象
参 加 料
内　 容

申込方法

問 合 せ

12月6日（木）13時～16時 30 分
沼津工業高等専門学校
（沼津市大岡）
どなたでも
無料
富士市産業支援センター f-Biz
センター長　小出　宗昭　氏による
地域との連携を活かした産学協働教育の可能性　
地域創生に資するコーオプ教育の在り方につ
いての基調講演
沼津高専地域創生交流会加盟企業の紹介
沼津高専卒業生による企業展示
近隣企業・研究機関・沼津高専教員・
沼津高専専攻科生による研究成果紹介
出展申込及び詳細は沼津高専地域創生
テクノセンターＷｅｂサイトへ
http://techno.numazu-ct.ac.jp/
沼津高専テクノフォーラム窓口
☎０５５・９２６・５７２７
FAX０５５・９２６・５７００

　「取引応縁ネット」は企業間取引を目的としたデータ
ベースです。規模・業種を問わず、営業内容や受発注情
報を掲載できます。現在約 850 社の企業情報を掲載して
います。貴社のＰＲの一助として、また発注先の探索手
段として是非ご活用ください。

【新規登録を希望の方へ】

【お問合せ】

　サイトから直接新規登録ができ
ます。以下のＨＰのＵＲＬか右の
ＱＲコードを読み取って頂き、「メ
ンバーになる」をご覧下さい。

URL：https://www.tobuouen.net/

三島商工会議所経営支援課
ＴＥＬ 055-975-4441　ＦＡＸ 055-972-2010

ビジネスチャンスに繋がる
企業データベース

のご案内

　今年も早いものでもう秋が到来しまし
た。世間でも通用する「食欲の秋」だか
らいっぱい食べてしまっても仕方ないと
いう言い訳によって、大量に栄養分を摂
取してしまって、体重をどんどん増やし
てしまっている方はいませんか？私もも
ちろんその一人です。皆さんもいっぱい
美味しい食べものを食べて厳しい冬に備えましょう。
　しかし、冬眠するわけではないので我々人間はそんな
に栄養分をとる必要はないのですが、いくつか秋になり
食欲が増すことを肯定するような研究報告があるようで
す。
　まず一つには、日照時間が夏と比べて減少することで
セロトニン分泌の低下があげられます。精神の安定化を
保つ作用のある脳内の神経伝達物質で、食欲の調整にも
深く関わっているセロトニンは、日光にあたった時間に
よって分泌量が調整されることがわかってきました。つ
まり、日を浴びることが少なくなる秋には、日にあたる
以外に、セロトニン分泌を増やす必要があります。その
手段として糖質、肉類、乳製品の摂取や十分な睡眠をと
ることが挙げられます。つまり、秋になると食欲が増す

のは、たくさん食べたり眠ったりすることでセロトニン
を増やし、精神の安定を保とうとするからではないかと
言われています。
　もう一つの理由は気温が低下すると基礎代謝が上がる
ためと言われています。つまり、気温が下がると体温保
持のため、からだの熱産生が高まり、基礎代謝が上がる
ことは良く知られています。基礎代謝が上がるだけでエ
ネルギーを多く使ってしまうわけで、その分を補給しよ
うとお腹がすくことも納得できます。しかしながら、一
方で近年ではエアコンなどの空調機能の発達で、季節変
化による基礎代謝への影響はほとんど考慮しなくても良
いのではないかと否定的な意見を述べる人たちもいま
す。
　いずれにせよ、美味しい食べものが増える季節ではあ
りますが、この記事を読んで安心して食べ過ぎないよう
気を付けましょう。

　医療法人社団　親和会　西島病院
　救急部部長　大石　渉

「食欲の秋」だから
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